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司会者   SAA 中 山 lg武

◇点鐘           会 長 横 倉 舜三

◇ロータツーソング 「手に手つないで」

第170回 例 会報告(4/20)
本田皆様のや子許に振 り込みのお願いが配

布されて,る はずですが振り込み先は当クラブ

の日座ですのでお問遠えのないようにお願いし

ます。現在会長、や事を除き34名の申込をいた

だいて,り ます。

3)チャブテイヨンサートについて

本田渋谷のオーチードホールに於いてチャ

リティヨンサートが行われます。受付で西"は

んがお手伝いしてくださいますので早めに座席

券と引き換えてください。

今、券をお持ちでしたら西川さんに渡して

おいていただければ座庸を確保しておいて頂け
るそうです。

委員会報告

◆出席委員会 委員 根 本 泰守

◇お客様紹介

宿院 利幸格
中鳴  博 鵜

◆ 会 務 報

ツングツーター   菊 池 敏

会長 横倉 舜三

く日産自動車)
(東京新宿RC)

告   会 長 縮 舜=

本日午後7時から催される、国際緊急災害援助

のためのチャ'ティコンサートく会場オ
ーチャード

ホール)に21名という多数の会自が参加いただけ

ますことを心からお礼申し上げます。

◆ 幹 事 報 告   幹 事 北村 幸彦

1)切会廊時変更のお知らせ
東京詞布むらさき,一 タリークラブ
6月2日(木) → 6月1日(水)

東京多摩 ,― タツークラノ

倉り立25周年tt3念式典に振答え
16:00 登鏡
16:30 開会

嘘 ブラザホテルエルミネンスホール」

東京五反日,― タリークラブ
5月2日(月)→ 休会

メイキャノブ受付は行います。

2)東京多態RC創 立25周年記念式典

登録料振込のお願い

総 数 出 席 M U 欠席 出席率

本 国
報 告 52 40 3 8 8431%

前 回
訂 正 53 43 5 3 9412%

メークアップ

大松 譲二

小島周二郎

高野 範坂

口中  賞

藤本 吉 文

高村  弘

津守 弘 範

大熊 将夫

(4n3日 立白うめ)

(4n3日 立白うめ)

(4713麹町)

(4′15地 区世社奉)

(4′18調 行)

(4/19多摩)

(4/19多磨)

(4/19多磨)



欠席届出著

赤尾 恭雄、小叛 一RE、、関同 俊二、

高村 弘、高野 範坂、津守 弘範

欠席者

永日 経作

★★☆★★★★★★★★

ニヨニコBOX   委 員長 吉 尾 警太郎

☆★★キ★★★★★★★

遠藤 二 郎 地区親睦すルフ大会にて個人優勝で

きました。新海さん、小林さん、古

尾さん、更に子選及び当日山場者の

皆さん、お世話様でした。御指導の

,か げです。

チャツティーホールいすれもアンオ

ンしかしいずれのホールも前金にて

チャノティー済。優勝スピーチで更

に10ホール分のチャブティー。ちな

みに祝勝会で5十一ル分全がかかりま

す。

橋口 洋 三 2750地区窺睦ゴルフ大会(参加130人)
で遠藤さんが優勝、団体戦で優勝で

なく21t同ネット3位だったので、萩

生回キャブテン、アセインや世話に

なり、有難うどざいました。

平野 行 鹿 2750地区親睦ゴルフ大会にて、遠藤

さん個人優勝おめて とうございま

す。

伊神  宿 地区代表ゴルフ大会に参加の常様入

貫おめて とうどざいます。遠藤 =

ん、記念すべき仰人優勝やめて と

う。

北村 章 彦 遠藤さん労めでどう。練習の成果が

出ましたね。吉尾さんにも教えてあ

げて下さい。幹事が出れば完合に慣

勝でしたね。

吉沢 津 景 宿院さん、ようこそ、あまリケガを

しませんように。

吉尾警太郎 2750地区コンペ事務高が評めないよ

うに、親睦委員長を自党しての調整

の結果です。

合計   22,000円

◆日―タ リー豆知識

,一 ′サー情報委員が居 りませんので各自精読

してください。と司会者より発青。

◆青少年奉仕委員会

委員長 橋本幸夫
中山恒武会員が会長を務めています多磨植城変

通安全協会に、この度変逓安全少年団が結成さ

れ、ま缶隊が編成されることになりました。恭材

の懐入資金に対 して援助の申山がありましたの

で、理事会でbb談の結果、当クラノより25万円を

拠出することに決しました。内訳は、当クラプで

10万円、残 り15万円は、会員 人 当たり3千円の

ど寄Fllをお願いいたします。受付けは事務局が行

いますが、窓日は当委員会が受持ちますので、宣

敷くお願いします。

◆2750地区親睦ゴルフ大会について

萩生回 茂夫会員v

当クラブが束分区優勝者ということで、代表で

参加してきました。結果は3位でした。個人競技

では当クラプのと藤二郎会員がネ′卜66で曇勝い

たしました。次年度は医隣しました成班クラブが

ホストです。当クラグもヽび参加できるような歳

勢に持っていきたいと思います。

◆ゴルフ部からご案内

伊神 稔会員

4月25日(月)東相模CCで フP、 アマチャリティ

競技があります。参加者は時間厳守として下さ

ヽヽ 。

◆2750地区規陸ゴルフ大会

優勝者のことば

遠藤 二郎会員 v

予選出場でLL場権を取っていただいた営さん、

又、当日も出場者の皆さんのど指導の賜です。こ

のコースは、 トリッキーな平垣な所が少ないヨー

スでして、距帥の出る人や上級者は以外とOBが 多

かったり、池に入ったりする変なユースなんで

す。来年はもう少しハンデをつめ、出場し、胸を

張って怪勝したいと思います。

☆お説びと訂正☆

72オ,R夕′θrr No169号「ロータリー豆
知識Jの 記事中 「,― タブー情報委員長 吉 尾

警太郎」とあるのは 「ロータリー情報委員長 赤

尾 恭雄Jの 誤 りにつきお詫びし訂正いたしま

す。



「獣医業 あれこれ」

らは学徒動員ではありませんが生産の現場に

出され、19年ldほとんど学業はやっておりま

せん。軍需工場或な農村というような肉体労

働に出されて,り ました。その間も学校の活

動はありまして、陸軍の委託生ということで

そっちの方の勉強もさせて頂きました。昭和

20年lfなって、lHr争も皆さんど存じの様に

8月lr負けました。予定上は3年の学業ところ

2年半に短縮になっておりまして9月lf卒業、

卒業と同時に兵隊に行くことになっておりま

した。8月に負けてしまったのですが、lヶ月

間は学校なやっておりまして授業をして9月

にはハイ卒業だという事で追い出されました

から、殆ど獣医学の応用などは勉強しており

ません。兵隊さん達がどんどん返つて来ます

ので、就職する事も出来ませんし、 「学校出

たけれどどうするんだ、家でプラブラしたつ

てしょうがないじゃない」等と言われたりし

ながらも職探しをやったけれども殆ど職など

ざいません。あちこう歩いたけれど仕方がな

いから、すぐ近くの東京都の畜産試験場に

1使つてくれないかJと 場長のところへ参り

ましたら 「今使えるような状態じゃないよ、

兵隊さんから返ってきた人連で精一杯だよ。

じゃあ臨時人だつたらいいよ、畑をおこした

りなんかするなら来てな」と温情で2～3ケ月

行つておりました。そのうち先聖の勧めで日

本語産振興という会社に正規の社員として採

用され、約1年そこで殆ど国索会社ですの

で、年の売貢 ・肉の売買のような仕事でし

た。芝浦の屠場を行ったり来たり、全国の年

の産地て牛を貫うとかいうような仕事だった

のです。その後農林省に採用され、畜産の出

先機関で長野の牧場に赴任しそこに10年間い

ました。そこな背の種馬場で算馬の生産の拠

点でしたが、戦後lt必要ないので牛やヤギ・

ウサギ隼動物の改良の仕事をしていました。

神奈川県にこないかという事で神奈川県庁に

お世話l‐なり、5年経酪農主任をやりまして

神奈川県の乳牛の繁殖や乳じぼり待を5年や

り、15年も月給取りをしました。動物が好き

でそれに関係のある仕事をしたいと思ってい

ましたが、なかなか出来すにいました。たま

話 ( 1々っ

東京寝統ロータツークラノ

添田 邦治様

W     …只今ど紹介頂きま

した添田邦治と申し

ます。

こちらのクラブ台,

韓 の秋山ガパナー

の時東分区代理を務

めさせて頂いた関係

で、皆さんとはいろ

いろ顔見知りの方も多いと思います。

獣医という戦業について、成人してから現

在迄同じ職業といっても範囲が広いですが、

やって来た経緯がどざいます。,― 夕,― ク

ラブには昭和52年に稲城の5年度の時と世話

になりまして、ずっと務めさせて頂きまし

た。その間もいろんな役をやらせて頂いて何

とかやってきた訳です。今年で691~なり70才

に近い年になりまして、物心ついて商売に

入ったのが獣医でどざいます。学校にはいっ

たいろんな経緯もぎいますけれども、こちら

のクラブの会員の方は皆さんはお若いから私

らのようなひどい時代は通っていないと思い

ます。青年時代に大戦を過ごして来たので、

そのような事と現在の私等の商売について,

話させて頂きたいと思います。私の失敗した

人生を皆さんが歩まないような観点或4世 の

中がどうなるんだろうかというようなこと、

獣医なんてあまり知らないがどういうような

事をやっているのかということヽお見知り世

き頂ければ幸いかなという事で、奥木さんの

お話を承詰して今日ここに参ったわけでござ

います。

動物が子供の頃から好きだったので、近く

にある獣医学校、府中にある今の農工大へ行

きました。入ったのは昭和18年で学徒動員等

はありましたが、ヤ業については1年間la

みっちり専門の教育を受けましたが、2年か



たま小さな動物の‐フト,も好きですし仕事

としてはユフトリは殆どやってないんですけ

れども、養鶏でもやればなんとかなるかと脱

サラし現在のところでいわゆる養鶏を始め

て、5年間やりましたかね。経済、資金も琉

ければ土地も無い。何も無いところで始めた

もので、なにしろ狭いところでニフトブをか

す飼って、理屈では・理論的になどうやれば

儲かるか分かつているのですが目の先のあれ

があったので多数飼ったものでなかなか経営

がうまくない。経営がうまくゆかなくても、

ぐずぐす借金をしながらなんとなくやってい

ました。その内食肉もやらなければならない

ということで、ニフトリの食肉の処理 ・販売

迄手を出して何とか生きて行けるけれども、

身体が大変なんですね。夜も昼も働かなけれ

ばならない。若い衆をおいても、若い衆もそ

ういう風に出来す身体をこわしたりしまし

た。それと同時に社会化が昭和35年 ・40年頃

になりもうニフトリも飼えない。ハエが出る

の、うるさいの・臭いのといういわゆる今で

いう公書があったので止めなければならない

かということで、たまたま獣医師の免許を

持っていたので、社会情勢が大 ・荷を対象に

しても何とか生活出来るかなどうかなという

情勢の時代になったもんですから仕事はおい

者に任せてその方に専念して現在に来たもの

です。何とかなってきた頃、ロータリーに入

らないかということでお世話になってあらゆ

る皆さんのいろいろなど指導を頂いて、人間

の生きる一つの道として,― タサーの皆さん

の■話を利いて、 「ああ、やっばりそういう

ものかな。自分が稼ぐだけではなく皆さんの

為に働くといつても働く事は無いしJと いう

ことで随分ロータリーからなお世話になって

現在も何となくこうやって生活出来る状態に

なりました。もうこれで先がそんなに無いの

で皆さんにどうして奉仕して行くのか今でも

模索している状況でどざいます。

かんじんの獣医のことでどざいますが、私

の経験して者た現在迄の役人時代 ・自分が自

営した養鶏時代 ・養鶏を真剣に5年間もう

真っ黒になって働いた時それから診療 ・小動

物の診療をやる為には、結局緒構長い問大学

へ通って外科とか内科の勉強もしなければな

らないし、仕事もしなければならないとやり

ながら来たわけです。その間日本の獣医制度

についてもいろいろぶつかったこともどざい

ました。獣医の流れということとか一部エビ

ツー トでもあれば申し上げたいと思 うけれ

ど、まとめてきた事がなかなかまとまらない

し時間はないし喋りはじめたらちょっと急所

が喋れなかったりするんですが、出来るだけ

中し上げたいと思います。獣医の歴史という

のは皆さんあまり関心が無いてし■うけれど

も、日本の国の成り立ちはみなさんど存じの

ように島国であるし仏教も入ってきたせいも

あるでしょうけれども肉食 ・四つ足は食わな

いという習慣と魚が充分あつたということか

ら、動物に対する感覚が殆ど無い。特に行政

ですね。ただ馬が戦争する為の一つの兵器と

して背から使われたんでしょうけれども馬を

持つている地方の軍の組織は強かつたんで、

これがお互いに剰符にとかなんかにあってき

たのでしょうし、徳川時代は鎖国だし殆ど外

国とのあれが無い。9E一攻められたのは元冠

だけですのでまあ平和に日本国民は明治時代

迄生活して来られた。明治で開国しますと日

本の生活様式 ・外国に対する軍事の問題も含

めて非常にあれだということで明治政府のあ

れがあれしたんでしょうけれどもその畜産 ・

農業の形態の為の動物を中心にすると同時

に、農茉の中の馬ですから軍事を強くしなけ

ればやっていけない。特に日清 ・日露の戦争

で馬の重要さは軍当局は相当深刻になったわ

けです。それで軍馬の生産が陸軍の 番 中心

的な課題になつて、馬の生産 ・育成というの

があれで、全国北海道から九州まで種馬の増

強というものを全力を上げてやったわけで

す。その為に欝林省の組綾 ・陸軍の組織を合

めてやった設備が私が最初に務めたシチブ牧

場だったわけです。私の獣医の仕事は馬中心

で戦後位まではやってきてます。その他産業

としてla、牛 ・綿羊 ・ニワトリとか山羊とか

いろいろあったんですけれども産策としては

小さをもので、特に牛rI酪農ということで、



牛乳の生産 ・肉の生産ということであつたの

ですけれども大したことはないし陸軍が中心

でやって来たのですが、戦争で負けてしまう

と馬は駄目だとでも馬の使用頭数というもの

はあの時全国で120～130万頭あったのです

が、それを明日すぐ肉にする訳にもいかない

し、そんなことで徐々に馬の頭数な減るし、

又飼っても一つも経済的に軍馬の購買がなけ

れば農家としても経済的には何も役に立たな

いのでどんどん激滅していきまして、その反

面牛が増えてきた。牛の資源はヲF常に世代が

長いから今日行って明日すぐ増えるわけには

いかないが、段々と年の頭数が増え今でな午

乳が多すぎて因るようになって来ました。戦

争に負けますと我々獣医は必要がないではな

いかというかたちであれしたのですが、世の

中が安定すると同時に小動物が飼われるよう

になり、大が増えると同時に狂犬病がでて来

る、狂犬病は非常に恐い痢気でどざいます。
一世風醒したのが昭和22～23年頃から25～

26年頃迄あつたのですが、きゅうきょあまり

,」たので狂大病予防法という法律を作 リフク

チンも出来ました。法律の制定があり、今で

も集合注射というものをやっております。あ

の頃は進駐車の時代ですから、日本の獣医き

んの程度の非常ななさをアメリカ睦軍の占領

車のその担当者があれして、 「狂大病予防法

を作つたら、獣医さんがちゃんと生活出来る

ようなものをしろ1と いうような特命があっ

たらしいです。そんなものが表に出た訳では

ないんですが、狂大予防法 ・犬を注射すると

いうことで獣医さんの収入もいくらか潤った

という形。そのうち大を飼うと病気をする・

伝染病もある・予防注射もしないといかん ・

一般病もあるということで現在まで行われて

いる。社会的にはもう日本には30何年出てい

ないからやる必要がないのでなないかとど意

見もどざいますけれども、やはり臨調その他

の答申もどざいましてまだ少しやるというか

たちで、その内に集合注射のようなものは無

くなるような情勢だと思います。なかなか行

政改革が難しいように、そういうものの改革

はなかなか難しいと思います。部医である私

等のような場合には、狂大病の注射による収

入もある意味の一つの大きな財源であります

し、組織の中にも相当貢献していることでど

ざいます。

獣医技術の中で一つ皆さんに聞いて頂けれ

ばと、いろんな新聞 ・雑諾等で受精卵の移植

という事が或は他の腹を借りて、人間もやっ

ているようですが。いい動物の受精卵を普通

の牛の腹に入れて生産をする。クロムといっ

て ‐つの卵を二つあるいは四つlC・八つに分

けて同じ動物を何匹も生産する、いわゆる高

性能な。そのような技術が殆ど現在も確立さ

れております。現実に東京都にもおりません

し神奈川県にもおりませんでしょうけれど、

年の種牡なんて一匹もいません。関東4群

馬、集中管理をしていい牡を集めてて徹重 し

た検定をしてそれの精液を取って冷凍して

(llXl年も200年も取つておける)、それを使つ

てやるような今の組織になつています。私等

が20何年に入った時には丁度人口受精がまあ

学問的にな殆どあったんですが普及して'り

ませんので、丁度国の機関だから 「お前たち

やれJと いうことで人口受精の方を一生懸命

やった次第があります。年を飼って牛を木の

箱に乗せて精液を取って、それを処理して薄

めたりして雌に入れて子供を出来るか出来な

いかという初歩的な事をやっておりました。

その技術が大体 週 間位な種を貯蔵出来るよ

うな殆ど冷蔵保存ですけれども、それを盛ん

にやってたんですがそれ以上の域LI出ません

でした。いわゆる研究機関じゃございません

ので、絶えず農家の方が年を飼っていても牡

が重が撫いということでパスに乗ってきた

り、汽車に乗って来ると時間が掛かるし大変

だということで、長野に居 りました時にrI

ちょっと発想の転換がどざいまして精液の鳩

手輸送、今になれば夢 ・変な事なんですが。

鳩を飼いまして鳴舎を二つに置きまして、牧

場においておくのは向こうから持つてきて、

「サカリが来たよJと いうとそこに種を背中

に乗せて、大体10キロ位の所の二ヶ所の酷農

地帯を持って送った事がありますDそ れを

6～7年やりました。その内に時代が変わリパ



スが発達して、そこからパスで来られる時代

に鳩などでやる必要もないし、でも一時鳩で

精液輸送をやったことな学界等にla発表なん

かしておりました。その頃なこういうのが流

行つた時代です。そんな事をやったり、いわ

ゆる繁殖障書をいじったりして、技術的にな

結構私等も腕には自信があるようなつもりで

現場でやつておりました。今の受精卯の移植

の問題も段々なってきて、精液の保存もきく

しか 受ヽ精卵の長期保存も出来る。今な屠場

において開いた牛の卵巣を取つてきてそのりF

巣の中から,Fを発育させてその中へ今の取つ

た精液を入れて、ある程度育てて腹に入れ

る。しかもその受精卵巣等も二つとか四つに

分けられるというような事が、時 新々聞等に

出てくると思います。今では受精卵移植も普

通の事になっております、そこまでいかない

人口受精も殆どBOXで すか、液体奎素の中に

こう入れてそれ一本を農家lt持って行くだけ

でどんどん子供が出来るというわような状況

になっております。

益々時間が経ちゃってその他の事、いろん

な犬の問題それから我々の一つの只今の流れ

の中の高齢化社会における我々の立場、結局

動物が大や船 ・鳥を捕る・動物を捕る為にな

るのではなくて今では安坑動物でどざいます

ので、番大だということではなくて動物と一

緒に生活する感覚と高齢化との関係で各家庭

l_おいては年寄りだけでなく子供もそうです

けれども、動物との接触が人′上の中の大きな

問題に成りつつある中で我々の仕事はどうな

んだろうかと盛んに議論されている時代でど

ざいます。特に老人ホーム年に動物を持って

行って和やかにして頂こうという動きも全国

的な動きとして今ありますし、環境保全の問

7gB等で動物の問題隼も随分出ております。受

精卵移植の技術が開発による希少動物の絶滅

に対して相Ч技術的なあれlCなるだろうとい

うことで、随分研究が進められているようで

どざいます。人類が今の社会の環境が今破滅

されてる、あと私等の体 ・孫 ・ひこ孫が将来

に渡って地球上で人間が生活してゆけるのか

どうかという事が危ぶまれておるわけです。

人類の知恵で末長くいきてゆける、まあ原爆

爆弾が破裂したら困りますけれどもそういう

方面に知恵が回つていくのではないか。その

他私等の専門ではどぎいませんが今原子力の

問題 ・太陽熱等の科学が発達して電気なんか

も非常に安価に使える時代がくれば、食準|も

合成その他で人間が食べていくエネルギーは

補足出来るのではないかと私自身陰非常に安

楽に考えております。識者やそうじゃない大

変だなあという警銃を鳴らしている方も大勢

おりますが、まあそんな事で楽じゃないかな

あという感じで今も業に生きているわけでど

ざいます。
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